
 

 

４月１８日  春山トレ（愛宕山）               木元 隆司 

山 名 愛宕山 山行名 例会 

ルート JR保津峡駅→水尾→水尾の分かれ→愛宕山→水尾の分かれ→水尾→JR保津峡駅 

山行日     2021年 4月 18日(日) 天 候 晴れ時々曇り一時雨 

参加者 リーダー：木元   サブリーダー：藤村 

（男性）  佐々木 

（女性）  河野 玉井 大林 伊藤典 上田 伊藤多 玉置 中井 蒲田  

（一般参加）米澤 長野 藤田 河合 巽   

       合計 １７名 
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山行報告 

 市民春山登山のトレーニング登山であり、会員以外に一般の方が 5 名参加された。 

今回の愛宕山は、人数が多いのでバスを利用する清滝からの表参道を避け、JR 保津峡駅から登

る。また、ツツジ尾根も急坂なので水尾経由とした。 

 JR 保津峡駅から水尾に向かって一般道を歩く。前日の大雨で水量を増した水尾川の流れが

清々しい。水尾から山道に入る。水尾の分かれまで、長い長い登り坂が続く。道はよく整備さ

れていて歩きやすいが、眺望がもう一つで、同じ景色の中を延々と歩く。これはこれで、結構

きつい。違う景色を見たい！水尾の分かれで一息ついて愛宕山に向かう。前日の雨が上がって

よかったと思っていたが、その頃から、小雨が降り出す。愛宕神社下の休憩所に到着した頃は、

みぞれになり、さらに一瞬雪に変わった。めっちゃ寒い。この時期にこの寒さは想定外。愛宕

神社へは希望者だけ登る。天気が良ければ、広場でゆっくり食事をし、愛宕神社へもみんなで

参拝できるところだったので、残念でした。 

帰りは、雨は上がったが、ぬかるんだ所があり、脚が疲れているので、すべらないよう気を付

けながら長い下り坂を慎重に進む。水尾の里に着いて、ほっとする。その後は JR 保津峡駅ま

での緩やかな道路をゆっくり歩く。予定より少し早く、14:30 JR 保津峡駅に全員無事到着。 

市民春山登山の金時山、天城山の山行は全員問題なし。ただ、コロナの急拡大が心配なだけ。

参加のみなさん、お疲れ様でした。すぐ後ろを歩いていた一般参加の方が遅れず、しっかりつ

いて来られたので、意図した訳ではないのですが、ついつい標準時間より少し速いペースにな

っていました。ちょっと速すぎたかなと反省しています。すみませんでした。ご参加、ご協力

ありがとうございました。 

ヒヤリハット：なし 
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愛宕山にて     マスクで誰かわかりませんが … 

 

感想 

                                       米澤 京子 

 ウグイスの声を聴きながら新緑の中のトレーニング登山でした。登りはきつかったけど楽しかった 

です。お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

＜追記＞ 

                                      木元 隆司 

この山行は市民春山登山のトレーニング登山として実施したものですが、コロナ感染の急拡大が収ま

らず、4/25 より京都府にも緊急事態宣言が発出されることになりました。緊急事態宣言は 5/11 までの

予定ですから、市民春山登山は解除後ということになりますが、5/11 に無条件に解除ということではな

いということですし、はたして予定どおり解除されるのか、予断を許さない状況です。もし中止となる

と、昨年に続き２年連続の中止ということになり、大変残念に思います。特に、行程の詳細を検討され、

市体協、旅館、バス会社、銭湯等と交渉、調整を行い、また、コロナ対策としてビジネスホテルの手配

までされ、さらに当日混雑した場合や雨天の場合の代替策まで検討されていた春山担当リーダーの苦労

を思うと、なんとか実施されることを願っています。 


